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3)意識障害を初発症状 とす る解離性尭動脈癖

について

-救急医噂における頚動脈エコーの有用

性について-
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我々は意識障害を初発症状とした解離性の胸部大動脈

癌を経験 し,そL')診断iこ頚動脈-T.ニトーが有効であったLT)

で報苦 し,さLT'iこ頚動脈解離における頚動脈エコー上の

特徴的所見を認めたので雑費する.症例は64才女性,突

然の意識障害で発症 し,シニト.Jウ状態で来院 した.頭部

CT では頭蓋骨に出血を認めず.頚動脈エコMで右総頚

動脈に解離iこよると考えi吊lる血栓形成を認めた.そこ

で il,DSA施行 したとこ71右総頚動脈の解離所見と右

内頚動脈の閉塞所見を認め,また心エコ-では上行大動

脈の拡張と2度の大動脈弁閉鎖不全を認めたことかLT/,解

離性の胸部大動脈癖と診断 した.

頚動脈エII-における頚動脈の解離所見として血栓形

成を認めることはまれである.そのかわりに血管の短軸

像tT)カウ-トソプラー-一法で左右に色が異なる半月状べ/i-一一

ソが多く認められた.そこでポリエチレジチ認-プを欄

いた｢Jアントム実験を行い,チューブのなかに′トさな nap

を入れたところ flapよりも未満側のスキャンで半月状

で生じる napによ･')半月状Jくタ一一ンが得1㌧れる可能性

が示唆され 頚動脈解離の診断に有用であると考えられ

た.

4)外侮性顎傾面骨折の臨床的検討
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口腔外科領域iこおいて,外傷は日常 しばしば遭遇する

疾患であり,迅速な対処が必要とされる.今回我々は当

科を受診 した顎顔面骨折について,臨床的検討を行った

のでその概要を報告 した.

対象は 1974年から1996年までの23年間に当科を受診

した顎顔面骨折 430症例とし,年齢 ･性別分布 ･紹介経

路 ･受傷原田 ･治療方法等について臨床的検討を行った.

性差は3:1と男性が多く,年代別では10歳代20歳代

30歳代で全体の60%以上を占めていた.

年次的に症例数の推移をみると1974年当科開設以来.

増加傾向が認められた.

紹 介経路では,院外からの紹介がほとんどで,さらに

他科からの紹介が半数以上であった.

受像原因は交通事故,転倒で全体の約759古を占めてい

た.

骨折部位は下顎の骨折が多く全体の61.7,%pを占めて

いた.

治療は,半数以上の骨折部位に観血的整復固定術が適

応とさ!/tた.

5)頗帯情緒があった ものの.救急車内で無事
出産を完迷 し得た 1症例
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肺帯倦格は,全経歴分娩の20数0,6'に認められ 救急隊

のであるということは聞いていたが,実際iこ首に巻き一~)

いている救急にあたったのは初めてであり大変な救急に

あた一､てしまったというのが実感であった.

頚部が娩出された時点で直ちに僻帯を頚部か｢〕外し傾

面をガーゼtで拭き羊水カテ-テノLにて口,鼻腔の羊水を

吸引 し.出産開始後2分で無事に児体を娩出する.そし

て刺激を与えたときに胎児が泣いた.この間はわずかで

あっがも一､とも緊張 し祈るような気持ちであった.児が

泣かないと不安がる妊産婦にも.この時泣が聞こえたよ

うであり夫とともiこ声を上げ喜んでいる様子が何ともい

えない感慨であった.その後に厨帯 り日.リブをかけて済

帝を切断 して分娩介助は成功に終わった.

今回は済帯倦格の事例であったが.｢母体出血J｢肺帯

倦絡｣｢肩甲難産｣等々,救急隊員が予期 しない異常分

娩をこ遭遇する磯会はなくならない.これらをこ対する十分

な教育と訓練の必要性,迅速な救急隊員の処置が母親と

児を助けるためiこ大切であると痛感 した.




